
 

第 6 回小児リンパ管疾患シンポジウム総括 

「お医者さんの頭の中をのぞいてみよう」 

 

 

目的：小児リンパ管疾患に関する最新の研究状況、シロリムスや漢方などの治療法、医療

費助成について情報共有し、疾患克服に向けて、患者さん・ご家族、医療従事者、

研究者による更なる連携の強化を目指す 

 

 

 

【 日 時 】 2026 年 3 月 8 日（日） 13:00-16:00 

【開催方法】 ハイブリッド形式 現地（慶應義塾大学病院）＋Web 配信(Zoom ウェビナー)  

【 対 象 】 患者さん・ご家族・医療従事者 （どなたでも参加可） 

【参加者数】 109 組（現地参加：24 組） 

【 主 催 】 小児リンパ管疾患研究班 

・厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業（秋田班、田口班、照井班） 

・AMED 難治性疾患実用化研究事業（藤野班） 

 

【企画責任者】 藤野明浩（慶應義塾大学医学部 小児外科学） 

【 事 務 局 】 小児リンパ管疾患シンポジウム事務局 

慶應義塾大学病院内  

電話：03-3353-1211 （代表） 

E-mail：2026plds@gmail.com 

 

 

藤野明浩（慶應義塾大学医学部 小児外科学） 

小関道夫（岐阜大学医学部附属病院 小児科） 

加藤源俊（慶應義塾大学医学部 小児外科学） 

髙橋正貴（東邦大学医療センター大森病院 小児外科） 

出家亨一（埼玉県立小児医療センター 小児外科） 

川嶋さち子（慶應義塾大学医学部 小児外科：実務） 

小野塚祐佳子（リンパ管疾患情報ステーション編集部） 

 

 

 

 



【プログラム】   

 

 

司会：東邦大学医療センター大森病院小児外科 髙橋 正貴 

慶應義塾大学医学部小児外科 加藤 源俊  

 

 

始めのごあいさつ                   慶應義塾大学医学部小児外科 藤野 明浩 

 

  1．リンパ管疾患について勉強しよう  

東邦大学医療センター大森病院小児外科 髙橋 正貴 

慶應義塾大学医学部小児外科 加藤 源俊 

  2．シロリムスについて知ろう  

 岐阜大学医学部附属病院小児科  小関 道夫 

  3．お医者さんの頭の中をのぞいてみよう  

～国内の学会発表や論文報告から振り返る～ 

 埼玉県立小児医療センター小児外科 出家 亨一 

  4．リンパ管奇形の漢方治療 

 広島大学病院漢方診療センター 小川 恵子 

5．医療費助成について 

慶應義塾大学病院医療連携推進部 関根 聖純 

  6．参加者からの質問に対する回答 

 

終わりのごあいさつ                                   慶應義塾大学医学部小児外科 藤野 明浩 

 

 

 

☆交流会  

講演終了後、リンパ管腫（リンパ管奇形）およびリンパ管腫症の 2 つの疾患群に分かれ、交流会を開催

した。会場参加者、Web 参加者および医師が近接した形で意見交換を行うことができ、交流の促進が図

られた。 

一方で、疾患ごとに会場を分けて実施したことにより、両方の交流会への参加を希望する参加者には移

動の負担が生じた。この点については、今後の運営における改善課題として検討が必要である。 

 

☆後日配信 

当日参加できなかった方および講演内容の復習を希望する方を対象として、4 月 18 日から 5 月 17 日ま

での期間限定で、講演部分に限り後日配信を実施した。 

 



☆川崎医療福祉大学学生によるポスター制作 

必要な情報の的確な発信と患者さんとの共有促進を目的として、より効果的なビジュアル表現の実現を

志向し、2017 年度より川崎医療福祉大学医療福祉デザイン学科に協力を依頼している。 

本年度においても同学科の学生を対象にシンポジウムポスター作品の公募を実施し、応募総数 14 作品の

中から最優秀作品を選定のうえ、公式ポスターとして採用した。 

制作に際しては、各疾患の特性およびシンポジウム開催の意義に関する情報を事前に共有し、十分な理

解に基づき制作が行われるよう配慮した。 

 

☆シンポジウムに関する特記事項 

• ハイブリッド形式により実施したことで、従来に比べ、居住地や立場の異なる多様な参加者の参画

が得られた。 

• 参加者との双方向コミュニケーションの実現を目的として、初の試みとして講演中にアプリ「Slido」

を活用した。シンポジウム終了後のアンケートにおいては、これに対する好意的な意見が多数寄せ

られた。 

• 会場参加・Web 参加を問わず、治療に関する内容から疾患に関する専門的事項に至るまで、多数の

質問が寄せられ、本シンポジウムの意義が改めて認識された。なお、時間的制約により当日回答でき

なかった質問については、後日メールにて参加者へ回答を送付した。 

 


